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学生への指導方針 

・修士だけの在籍でも問題ありません。 

・やる気のある人には自分の頭で考えて研究できる研究者になれるように指導します。 

・小規模な研究室ですので、学生には教室のスタッフが 1対 1で丁寧に指導してテーマをま

とめあげるようにします。 

・研究を進める上では、論理的な考え方が出来ることが必須です。発表や討論を通じてその

訓練も行います。 

学生に対する要望 

・協調性を持ち、やる気のある人を募集します。 

・過去の経験は問いませんが、分子生物学の基礎知識は少しは必要です。 

・研究では予想外の結果が出ることが少なくないですが、それをチャンスと考えて新しい発

見を行おうという気概のある人を歓迎します。またマウスを使わない研究も行いますので、

必ずしもマウスが出来る必要はありません。興味のある人は気軽に連絡してください。 

問 合 せ 先 

(Tel) 06-6879-3211 

担 当 者 原田（秘書：河野） 
(Email) aharada@acb.med.osaka-u.ac.jp 

その他出願にあたって

の注意事項等 
何か気になる点がありましたら、上記連絡先までお問い合わせください。 

 

（以下教室紹介） 

ノックアウト（KO）マウス等を用いた、細胞の極性輸送のメカニズムの研究 

極性を持つ細胞（上皮細胞、神経細胞など）においては様々な蛋白が、方向性のある輸送（極性輸送）によっ

て目的地に運ばれることで機能する。 

当研究室では、極性輸送に関わる蛋白の遺伝子（SNARE 蛋白、Rab 蛋白等：図１参照）の KOマウスを作製

し、細胞生物学的技術（細胞培養、イメージング等）を用いて KO マウスの個体や細胞の極性輸送の解析を行っ

ている。さらに細胞の極性輸送に重要な新規分子も同定しており、細胞種を越えた極性輸送の分子機構の解明と

疾患の治療などへの応用を行いたいと考えている。 

最近我々は、apical 面（図１参照）への極性輸送に重要な SNAP23

の KO マウスで予想に反してインスリン分泌が亢進し、SNAP23 の

阻害薬が糖尿病の治療薬候補となること等を示した（文献 1, 3）。 

また、apical 面への極性輸送の分子機構には不明な点が多かった

が、我々は EHBP1L1 という新規タンパク質を同定し、それが apical

面への極性輸送に重要なことを示した（文献 4）。EHBP1L1 の KO

マウスでは赤血球の脱核効率が著しく低下したことから、EHBP1L1

は小腸だけでなく、血球の極性にも重要な可能性が示唆されるため、

細胞種を超えた極性輸送を担う可能性も十分考えられる。 

他にも新規分子 RELCH を発見し、RELCH がコレステロールの

輸送経路に関与することを示し、不明な点の多いコレステロール代謝

経路の解明に大きく貢献している（文献 2）。 
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